


シリーズ･難病(1)肝炎

南宗谷地区懇談会･北海道肝炎友の会宗谷支部医療講演会に2 7名参加･･･

道北ブロック役員研修会を終えて　-佐々木　千恵一　---･･--･･15

支部ニュース

他制度の福祉措置等について
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シリ機ズ_難嶺惑
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●

肝　　炎

ウイルスW.-!肝炎にはA型､ B型､ C型､ I)型およびE型の5つのウイル

スが発見されている. 1)哩及びE型は我国では今のところ症例も少なく

問題はない.肝炎ウイルスが肝細胞に感染すると､ ′l三体はそのウイルス

に対する抗体を作りー　ウイルスを排除しようとする｡このような抗原で

あるウイルスと抗体との反応の結果､反応の場である肝細胞は壊死に陥

る｡これが現在考えられているウイルス性肝炎発症の什組みである.以

卜､本文はb.東,Lil;肝臓のひろば』第83号(1994年127115日発rT)に掲

成されたFjl侍医科人学第2内科助教授･ u野邦彦先Jf.のrインタ-フェ

ロン治療の現状と問題点-今後の展望について｣の講演録を一一部抜粋し

て転載したものです｡

■■JJI二炎仁ゴ二人搾月と　ウ　イ)レスの遺†云-{-　と

(フ)ぎi!先しヽ

皆さんもご承知のように､人間はすべてnN^というialJi十を持ってお

り､その退転Tにあらゆる情報がインプットされています｡

日然界の中で､私達の身体に入ってくる様々な微生物ー　即ち細胞やリケッ

チヤ､ウイルスなどもすべて遺伝子を持っています0

人閲の身体に別なlii物の退tjlf･が入ってきて､おfLい仲良く共存をすれ

ば問題は起こらないのですが､時'/戦争をすることがあります｡それはー

人間の身体に入ってきた微11二物を敵だと.詔.,識した帖から始まるわけです｡
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赦たと認識しなければ､遺伝T一同志が仲良くJj三溝できますoしかし-なか

なかそうはいきません｡

退伝f･には1)NAとltNAがありますが＼ 1)N八の守引数は突然蛮J!Ti-を誕

こしにくいことです｡親から受け継いだ遺伝子によって､牲まれてきた(A

炊の顔や形なども決まります.つまり､ -)N^は確実に遺伝情報を子孫に

伝える役目を果たしています｡

ところが､ C型肝炎ウイルスのⅠtNAで､その特徴は変身するo変身と

いうのは､自分の遺伝子の構造を変えてしまうことで｢変異｣とFIi-ってい

ます｡一方､ B型肝炎ウイルスはl)NAですo ljNAウイルスの特徴は人

間の7)NAの中に入ってしまう.これをl遺fJIr組み込み｣と言っていま

す｡このように遺伝子にはt DNAとItNAがあります｡ ●-

-抗原と　抗体のtズ二柳J

HBs抗原が陽性なら､ウイルスがいますという診断に役立っていますo

その次にⅠIBe抗原(芯にある蛋白質)があるのか､ないのか｡あればウ

イルスがたくさん増殖している状態であり､最近では増殖に関連するI)N

AポリメラーゼやDNAそのものを検奄する方法も閃光されていますoこ

の様にウイルスに存在するものを検出することを存在診断と言い､ウイル

スの成分が多ければ多いほど､捕発に肝臓の中で増殖していることがI/)か

ります｡
一方､抗体はウイルスには存Il:しません.抗体はウイルスの成分に反応

して人間が作る産物です｡抗股と抗体をごっちゃにしてしまうと､ウイル

ス病(肝炎)は押解できません｡ 1う別干炎ウイルスのT)N^は､環状の2

::I:'†!11L.: ､I J. ∴ハ∵十与:.'･言吉㌦.:::;..';∵l,㍗.):.: ∴ ‥:lI ●

を作る領域などが遺1'ii f-を†存ti:します0

-　ウ　イ)レスE感染0)rj　然牽羊i重畳

さて､ウイルスに感染した場合一　日然綻過はどうなるか.ウイ''レス肝炎

に限らず､ウイルスの感染の経過は病気と密接に問保しています｡
一過性感染(一一時的な感染)であれば､多くは症状がL出ません｡仮に肝

炎を起こしていても､ R覚1.7=:状はなく治ってしまいます｡これを不顕性感
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-f7T一炎o)走瑳き　る　メ　カIニズノ､

ところで､人間の身体はウイルスの変TU=けではl･1主物とbJi識しませんo

もともと人間に存在しているある削1円(MHC)が､異物と認識して初

めて肝炎は発症します.

肝臓を壊す細胞は肝臓にはIill;しません｡ウイルスを敵だと認識すると､

全身のリンパ球が肝臓に集まってきて､ウイルスに感染している肝細胞を

攻撃します.これが肝炎のメカニズムです｡

R型肝炎の発綻機序をまとめますとー無症候性キヤリアの多くは生まれ

:i i't:1.-㍗. I:亨r!J:L:.:;...: ･:-':':-i:::.I,'j'-T.'.:.∴言告.一一:I-.1㌢ I, lt :.:'L号:･･ i, ●

ります｡しかし､ウイルスが変異(変身)しますとー人間は反応して免疫

が働くことになります｡その結果､肝炎を起こしてウイルス墨が少なくな

りー多くは自然経過で治まって再びウイルスと共存して､ノCの無症候惟キャ

リアに戻ります｡

-　B　型171二灸のプ台療えと

ところが､肝炎が治らない人がいますo l主型肝炎の治療法として､イン

ターフェロン療法と免疫療法の二つの柱が開発されています｡

免疫療法の代表的なのが､ステロイド離脱煉法です｡巌迫はいろいろな

免疫賦活剤も開発されています｡人間の免疫lk姑を調筋して人為的に肝炎

を起こし､ウイルス礎を減らしてしまう治療です｡これらの治療はウイル

ス竜を減らしたり排除することですから､原困療法と古えます｡

.. i:'..言剛'.: :I:.漂い'.: :,. i-I; I:I:ri'lT. ::望T :I:I-I:'Jで'1-..i l ＼∴..'蒜11..㌢. ●

ならば予後は良いのか｡そう簡単ではありません. (】抗原のある無しはウ

イルスの遺伝子に変異があるか､無いかの差にすきません.このことはしっ

かりと記憶にとどめてください.

I- (三　抗原除Jrl=,で-　もiL監イヒー串▲　る　イ夢FJカゞあ　る

C抗原が陰性でe抗体ができても､なお悪化するm三例があr)ます. e抗

原の消失は()抗原をつくる遺伝Tの領域に変異が起きたからです｡ T)N∧
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のプレコア碗域のたった一個のアミノ椴(塩妊)が埜只を起こすだけで､

C抗JJq至が分泌されない株に変わるのです｡しかし､変米株は()杭),L講院作

(野′t=･株という)のウイルス量に比べると､ウイルスの横柄能が弱いので

ウイルスが存在していても多くは肝炎が長続きしません｡

ところが､なかには変異株になってもウイルスの増殖能が弱まらないで

肝硬変-肝がんに進行する人がいます｡つまりー変異株が多いか､少ない
かによってe抗原があるかー無いかということになります｡

自然経過でウイルスが全部変異してしまえばe抗原は消えてしまいます

が､ウイルスの増殖能が強いか封いかによって､無症候作になるか悪化す

● 1 I:;...:.:.:ilC.･,'.:: ､告.!･: '; I:y'!.:.:.:I,忘.T!. :言::L''.,', : !･'lq. :≡.'･: ".,I"L:. ::::;J'.I

ことになります｡

以上､ f3型肝炎の治療は抗ウイルス療法と免疫療法の∴つを上手に使い

分けることです｡ウイルスに変異があるか､無いかは治療の大切な指標と

なりますがーこの検査が一一般病院でできるのには少し時問がかかると思い

ます｡

-　C型月干炎のイ　ンタ-二7　ユニ　U　ン療法

インターフェロンはどんな人に効果があるのかまとめてみます｡投与後t

f;ケF日次-l二GPTの正常が続きーウイルスのRNAも桧作になる.これを

完全治癒と言いますがーこの判定甚準で治療成績をみますと､肝硬変にな

ると効きにくい｡ウイルスは多ければ多いほど効きが悪い｡病気が進行し

ていると､ウイルスが少なくても効きにくい｡病気の軽い人は､ウイルス

●　が多くても効きやすいという結果がでています｡
再治療も同じことです.初回の治療がどうあれ､現在の組織俊､ウイル

ス峯､タイプが治療効児に関与します.病気が軽い人はータイプはあまり

気にしない｡重い人はタイプ､蔓を気にして投与を受けたJJ-が良さそうだ

というのか結論ですo

それでは､これから外れた人や効かない人の治療淡はどうなるのか｡他

の治療法の治験が既に始まっていますので､もう少しf-一抱してくたさい｡

インターフェロン治療の指標となるウイルス基の検査が､ 10月1日か

ら保健適用となりました｡完全な検奄紙ではありませんが､治療の適応を

決めるにはある程度役に立ちます｡この検査が粘性でタイプIlなら治療は

待った方が良いと思います｡
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これらの人は･強ミノCで肝炎を押さえておけば､新しい治療法も閲発さ

れるでしょう｡インターフJ_ロン投与プ)一法は､スタング-ドな投与で　卜JJl

てす｡

インターフェロンに対して感受性が強い人は､投与後3日～7日も経て

ばウイルスは消えてしまいます｡しかしー　タイプ11はウイルスが少なくて

もしたたかで､早く消えても投与後､ウイルスはまた陽性になり､肝炎が

起きる症例もあります｡従って､投与初期のウイルス墨の変動は効果と密

接に関わっています｡

JL-今寺菱のfflA糠法･ lJf究8二つ　t,ヽ　て

投FI-Jf法と効果の関係については､現在詳細に研究を進めています｡ C

型肝炎ウイルスの増姉は非常に早いため､できるだけ晦日授与した方が効

果は期待できます｡

肝硬変に対するインターフェロン治療は､なぜ効きにくいのか｡肝硬変

になると血沈が満ちるため､どうもインターフェuンが肝臓に作用してい

ないらしい｡新しい治療法として､肝臓だけに作用するインターフェロン

の開発が進められています｡肝硬変でも､インターフェロン治療で効果が

あった症例もあります｡ウイルスが消えてしまうと､組織俊も改善されま

すので､新しい治療法が期待されます｡

最後に､治療効果はC型肝炎ウイルスの遺伝子配列に関係があるのかー

インターフェロンによってウイルスの遺fLl7-に変異を起こさないのか. M

RS A (メナシリン耐惟黄色ブドウ球歯)のように治療抵抗珠に変果して

将来インターフェロンが効かなくなるのではないかという心配もありまし

たが､結果は殆ど変化を起こさない,ですから､インタ-フェロンは今の

ところ､ C確!肝炎に対する最高の治療法と言えます,

たた､治療に当たって内分にはインターフェロンが適応なo)か､どうか

を主治医とよく相談してから受けることが大切です｡効く人は､ 3ケnの

投F享でも十分です｡ 3ケ月で終われば､副作用も少なくて済みますので､

治るべき人は今の内に治療を受けることをお勧めしますo

適応でない人は新しい治療法の治験も始まっていますので､受ける機会

のある人は是非､治験を受けてくださいD　また､新しい治療法の開発も進

んでいますから､希望をもって待っていてください｡

★次号は､橋本病をサ滋しています｡

-8-

●



～+

●

去る2月16n(水)乍前11時より､枝幸町,い央コミュニティーセン

ター3階研修室で､的北海避難蛎連稚内支部･北海道肝炎友の会宗谷支部

主催による｢剛ヒ海道発病連稚内支執葡宗谷射水懇談会･北海道肝炎友の

会誌'谷支部医療講演会｣が行われました.

参加削ま､患者･家族ほか277.でー北海削r炎友の会宗裕支部発足後､

初めて実施された医療講演会では､勤医絵札馴7央病院の金川博史先生が

｢肝炎の自然史とその治療→と越して講演されました｡その講演内容を稚

内保健所の保健婦で､特定疾患担当の中島由紀ナさんが､解りやすくまと

めてくれました｡

一月F脳病o)特徴-

朋-肝炎匡亘∃-感染症

l

広めたのは医者

･種を撒いたのか今､実になっており､年,Z増加している｡

･人｡10万人対30人が肝臓病で命を失くしている｡

I B型は転句三一一定の患者数だが- ll型以外(殆どC型)が増加している.

I C型は半分は輸血が原因o男性は結核の手術後､女作は出産による出

血多額｡
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梁と.さい､大部分はこれです.しかし､一灘は急什肝炎を起こし､発熱や

!'柑fが見られ､ (j I)Tも高値になるなとの急作の!:E状が,･lほす.史にhE;い

のか劇柾肝炎です｡

間越なのは､感染したウイルスが111.ていかない人があr)ます｡これを持

続感染(キャリア)と諾います｡その多くは無症候性で人間の身附こ何ら

支持を起こさない.ウイルスと共存共栄をはかっています｡ところが､柘

く　一部は慢作肝炎となり､肝硬変｡肝がんに進行します.このようにこの

梅く　一部の進行する肝炎をどう治療するかが大事な目標です｡

-●　　-lう型とC型肝炎ウイルス感染の比

小史

fi型肝炎ウイルスの成人の感染は､梅く一部劇症肝炎で不幸な経過を辿

る以外､自然経過で治ります｡しかし､ CJ朋f炎ウイルスは大人になって

から感染しても､半分以上が治らないで持続感染(キャリア)になります

li型肝炎のキャリアは､殆どが母子感染です｡抗原(劉'潤)を母親か

ら受け継ぐので異物だと認識しないため､ウイルスは肝臓に棲み着いてし

まいますC　ところがー人人になるとB型肝炎ウイルスを敵だと認識して追

い出そうとして肝炎が起こります｡

C型は急性期にGPTが低いのが特徴ですが､それはC型肝炎ウイルス

を敵だと認識しにくいため扱いは軽くー　ウイルスがは残ってしまい､持続

感染するのです｡

C吋!肝炎ウイルスに感染して治った人の場合は､遺伝+診断でIJCV一一

1乙N∧が陰性となり､杭体検煎でもGPTが1E常となり完治したことにな

● I: ! I ': !.'‖l:-.lJ:. ! :,i,I;:;:ご､i一鳥L-∴ ∴:::..:L.'㌍;空,:..i::～,:.∴-､

ずllCV-RNAは持続院性となります｡

持続感染した人の中には(】P'rが正常化したまま推移し､ウイルスは肝

脳で増殖を続けていても敵だとはin.,議しない人も決して少なくありません

このままウイルスと共存できれば良いのですが､経過中に敵たと認識して

肝炎を起こす人もいます｡ですから､キャリアの人は定期的に検査する必
-LZETがありますBでも､ GPTがiE常であればウイルスと共存している状態

なので､治療する必要はありません｡
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･刺市(針がイこ潔) ､ず£ri,?剤で感染するのは枯く僅か｡

･輸血を受けていないのにT3型､ CTri!を持っている人は､ T,隣は種やii三

射が原内のことが多い｡

･ C型はウイルスを持っていると､肝且削ま徐'Z (何年もかけて)に壊れ

ていく｡

･ B型はウイルスを持っていてもなんでもなく､健康でいられる人が多

い｡

･ -生憎性肝炎でいたら､その人は肝臓が旅因では死亡しない｡

ー(7,型一I豊Jlq三月f炎の段階ー

1.持続惟肝炎

2.小糞改築のない憎作肝炎:初期

3.　′′　　傾向のある悼惟肝炎:中期

4.　′′　　のある慢性肝炎:後期

ー　C Jfl-I `ド蔓Jfてlミ什｢炎の特j二枚●

1.症状がない｡

2.慢性肝炎でも色,Zを段階がある｡

3.進子t性である｡

4.慢性肝炎の軽い段階では､比較LrTゆっくりと進行する.

5.憎性肝炎の進んた段階では進行が速く∴　肝癌が合併してくる｡

･治療は慢性肝炎から肝硬変､肝硬変から肝癌へ進ま='いようにする｡

j3型はウイルスが弱くなれば､肝硬変から元に戻っていく0
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･インター-フJJJンーナ効くと7tiる(約二iO<yo) .インターフJ Uンはも

ともとrl分の仏にもある｡ C*tl川f炎の似合､ウイルスか何年も体の･1日二li

んでいる0)で､ nJJlのインク--ソユロンたけではウイルスをや-)つけるこ

とが.Lli来ない. hlr)ない/Jlを補うためにインク-フェロンを投'j-する｡ウ

イルスを殺せる雌･の薬たが､ l何に2TJ-rT7-- I :与Jjl円かかる｡保険のFl

己f川り)たけてもかなりの金鉄になり､杓疾制度のお院でr'1己fl'1担分はな

くてi月むo今後､帖疾制度がなくなるような1,占しがあり､そうなると患満､

'#族は大要｡この制度を守っていくためにも､患茶会が頑貼っていかなく

てはならない｡

Jlfi綾に､二1'IuLilされた日間を2つ描威します.

【Q】病院でCせ川r炎とr-iわれたが､挺帥には何でもないと.言われたo

どうしてよいか'JLになるo

【∧】ウイルスの抗体の+f無をみているか､ ①実際にウイルスがいるe)

苦､ (l,型のウイルスにかかった｡/?､ウイルスはいないが､抗体だけあるo

という2つのバターンかあるo　血液検禿てCf亡!ウイルスがあると,言われた

ら､肝機能横否を問をあけて何度かしたJJ-が良い｡また､ウイルスたけを

孟liJベる検奇かあるので､それをしたjiが良い｡しかし､その検再は保険適

用外なので､お金はかかるo

【Q】 C吋川l一失たか､托射と薬はどっちが効くのか?.

【∧】インターフェuンが唯　一の糞｡飲み薬は肝機能o)テ一夕は良くな

るかー　肝臓はl迄くなっていない｡

※肝炎友の会からのお知らせ※

9Hに稚内で､肝癌検藷を計画しています0

-- 1 1 --
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女

　

の

　

涙

　

出逢いは、19 9 2年の初夏た1つたー。

　

是非、見せたいものがあると友人に誘われて行りた火山の草原に、それ

はかくも不思議な雰囲気を漂わ世で風に揺れていた。

　

近づいて見ると、それは不気味な印象で、濃い紅色の花が反射的に「血」

のイメージを抱かせ、全体に覆われている無数のｔが、まるで触れられる

のを強く拒んでいるかのようだｰ､た。

　

ところが、それに一度、目線を合わせてしまったら、何故か身動きが取

れなくなってしまったのである。濃い紅色のそれは凪に揺れながら、必死

に何かを訴え、詰りかけて来るのだ。

　

その時から私は「‾それ」が気になって、気になって仕方がなくなり、心

の･部を支配されてしまったのである。

「二1ウリンタンボポ」は、別ち「エフデギク」とも」われるヨーロ

ッパ原産の渡米植物で、7 ;iから9 J!にかけて生jiに適したり］煉や

道端に、拾赤色の花が茎の先に集まっで咲く。Ｑ丈は:ご２０~･５０セ

ンチメートルで、走出枝を出して増える。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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｢それ｣こと｢コウリンタンポポ｣について得た知識はたったそれだけ

で＼私にまるで訴えるように語りかけて来たものが何であったのか､その

手かかりになるものは何も得ることが.･li来なかった.

それから私の心の一部を支配してしまった｢コウリンタンポポ｣の､ベ-

●　　ルに包まれた謎探しが始まった｡

･lH逢いから川か過ぎ､そして､ 2年三日を迎えようとしていた.しかし､

何の進展もなく､もしかしたら考え過きなのかもしれないと!ぷい始めてい

た頃-進行作の難病で療養している知人から思いかけないuf占しがJfEび込ん

で来たoそして､とうとう秘められf=謎がベールを脱ぐことにな-)たので

ある｡

- 】 3-



Itウリンタンポポには､別Y.の他に｢ロシアタンポポ｣という俗YJのあ

ることが解り､この榊物日二はとても悲しいおj占しか秘められていたのだo

それは､ロシア帝帽時代に無'Rの!':-_女が断頭台で処jHされた暗､哀しみ

の血飛沫がその一向の卓を紅色に染めたという悲話だった｡

昨糸､季節の訪れを告げる典色いたんばぼか咲いてそれが散り､たんば

ぽモドキが舶始めた噴､コウリンタンポポの紅色の花が咲いた｡その時雷,

rそうか｡そうだったo)かあ-｡寅女はその哀しくて､ tJJない思いを私

にfLiよたかったのね｣

と､心の中で咳いたo

すると､化身となった皇女はまるで頒くかのように凪に揺れ､ふと見る

と､スラリと伸びた長い皐から白い泡を出しているのた｡

それはまるで､無実の罪で命を奪われた皇女の｢あき｣でもあるかのよう

たったo

もしかしたらー　それはいくつもの時を越えてLiiえることの出来た｢嬉し

涙｣だったのかもしれない｡

●文rヰーの:1ウリンタンポポの挿絵は､私にそのイf在を教えてくれた友

人の大須ぞLlIとみ[-さん('Lii-城県在作)が描いたものです.

文･野揮　Ttf7_(A (稚内支部運前委妄i/機関紙編集押1-L'1)
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

1道北ブロック役員研修会を終えてJ
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

札幌本藩より､ LJI戯たてお事務局長と村山さんが､ 3月10日16時3

･●　　0分､豊富入りされた｡明｡開催される道北ブロック支部役員研修会に

lii席するためである｡栖さんと私は､お出迎えするために役場へと駆けつ

け､一行は町長宅へと案内された.

●

翌I IHは､ 14時までに会場のニューサロベツヘ行くことになってい

るo受付は14時45分から､開会は-5時-5分ということで､準備の

ため　一足早く会場へ入った｡

受付が始まると､私の心は不安でいっぱい｡出席者の人数の割には､受

付時間が短すぎるoお金も数えなくてはならない｡出席者は､つぎつぎに

みえるoそして､遠くから乗り継いで北見方両のバスが到着した｡ f･際よ

くしたいと気持ちは焦る｡

旭川､美煩が纏ま-,て来る｡こうして､ 2日間に渡る支部役員研修会の

箭l Flnが始まった｡

董円町長の挨拶に始まり､研修に入る○高岸久江保健婦族長の｢特定疾

患患者の現状と問穎点｣と穎してのお話しがありー終√後､ 10分間休憩

して､豊富町役喝民生課長の児玉均氏が｢豊富町福祉対策の現状と展望｣

の中で､福祉施設､在宅介護は一体的なもので､地域住民のニ-ズにたっ

た総合的な施設を進めていきたいと話してくれた.

16時110分､第IElRのすべてのL日程が終√｡ 17時30分から､交

流会の憩親会が始まる｡菱田町長､児玉課長が懇親会に出席してくれたこ

とは､お~二人ともお忙しい時期だけにとても嬉しく､時間の経っのも忘れ

て一飯むほどに酔うほどに交読会は深まり､カラオケが始まると町長さん

-1 5--



のh'.まし芸が披施された｡

仏は初めておIlにかか-)たが､にこやかに歌いなかrJ披･#されて､たく

さんのf(lr･ji･受けていたoまた､旭川T川で､リウマナ部会のlllW和r一さ

んと町長さんのデュエットもあって-大変喜んでくれたことが忘れられな

い.

崩後にー♪流氷とけて　恭風ふいて♪の歌に合わせて､ LIlTy和子さんに

誘われるままにダンスをしたo私は足の苦しいのも忘れて､禁しい湖で

した｡

2次会は316号室で1,われ､狭い部尼に次々に菜まってくれていっぱ●さ

いになった｡皆さんとても楽しそうな蕃困気の巾で-旭川､美瑛､北見､

稚内の文飾が一一つになり､交流会は時間となって記を閉じたo明Uの2u

E=ま､ ′F前9時から研惜会が始まる｡

2FI1-1の研修会は､北海道難病連事務局長の伊藤たてお氏が1時間:i 0

JJJに渡って､稚内保健所管内の特定疾患患者支援､難病対策姐直し中間報

告に対する見解､平成7年度予算(塞)の概要-社会探剛洋来傑委員会第

1次報告などーたくさんの資料を使って言占されたo

I()1分間0)休憩接､分散会｡そして､閉会式後､昼食を取って解散o楽

しみにしていた2u間の道北プロソク役員研修会は､あ-,という間に終わっ

た｡ 2[欄のすべてのt]程が終{後､遠くから出かけて来てくれた拷さん

は禁しんで･Jiってくれたかしら?と､テラッと頭を詰めたo

稚内支部はまだlfFl=.ですが､これからノjr;1･-jけてJl:きくなり､全道人●

会が出来るようになることを目標にして､支部役-Q一一EL･1がんばって　患者､

Iif族のために　-HもlP.くFl標を達成できるように努力したいとI患いますU

この度の逓｣ヒブロック役葺き研轄仝開催に･-L',たり､稚州米健所はじめ､弔

[^JTf,一町村､特に豊富町に大変お世話になりまし7-=o心よりお礼申し-l･-げま

す｡また､旭川､北見､美瑛各支部の役員の皆さん､こ協jJいただきまし

て本'1'lにイi難うございましたo

-1 6-



※※※･X･※支部ニュース※※※※･X･

★ ｢豊富町在住特定疾患患者と家族の集い｣

lf川5年の新しい年を迎え､心境も新たな1月:H n (金) ′rliIJJl 1

ut,-1二後2時まで､豊富町老人福祉センター和室にて開催致しました｡

､J'lHは人縦にも盟まれ､冬期間としては拷しく穏やかなl-fiElで､豊･t-吉田J

･●　　役削[11--比牛鮎､保健婦さんなど約20名の参加右があり､支部として

は初めての試みである町村毎の地区懇談会は､ますますの成果をみたと思

います｡

盟試柑)のこJtj急により､軽食や飲み物などを提供していたたきー約:=時

間の中で患者･家族の悩み､福祉医療の悩み､問題点等､多種多様の意見

を描かせていた.たtくことができました.

それに対応して-即理事者側が今後､特定疾患患者･家族にどのように

して棚談棚T--になlて下さり､どのような方向性で進んでいただけるのか

を聞き､参加省一lt･7､有意義な　-Hを過こしたことを報告致しますo

●

★ ｢南宗谷地区懇談会･肝賊の会宗谷支部医療調合｣

蜘比和道難病連の加盟団体の会員及び会員外で､繭宗谷地区に住む患者

と家族が､日頃の療養生活の中で感じている問題や社会行政に要望したい

こと､今川っていること､苦しいことや不･J糾こ思うことなどを話し合う機

会にすることをH的に､昨年(2月14日)に続いて開催致しました｡

2日tOt日金)-枝幸町コミュニティセンター:3F研幡Li三を会場に､

/卜r剃りま地Lx一恵議会を開き､ '1=_JT-より医療講演会を催しました｡

･i舶針に勤医院中火病院の釧l博史先1-A-を迎え､ ｢肝炎の自然史とその治

嫉｣をテーマに､約2時間費やして講演､質問という形で行われ､約:i0

-1 7-



余部が参加されました.

･･iy･,E･さん連が熱いこメモを蜘ったり＼ ･i占し/川いた,)-知川川IvC Lたか､

由宗谷地L{では初めてのP:-腰掛串会を尖施したことは､稚内支lWJJf炎滋

の会にとっては今後の描勅の励みにな-)たのではないかとか､ます｡

★1994年度道北ブロック支部役員研修会

新生｢稚内支部｣が､初めてtL-l二L,7した研修会でしたo ･t'L支部役員の皆さ

ん､大変こ苦労様でした｡

稚内保健所をはじめー関係機関の絶大なるこ協力を得まして､ 3月1 i

1ト12tlの2日間を無事に終7させていたたいたことを紙面を借りてお

●ご

礼申し上げます｡

幸い2lj間とも天候に恵まれ､旭川､美瑛､北見､稚内の各支部参加者

は517,｡他支部の役員さんは列中､ハスと乗り解いて､遠い豊富町まで

来ていただいたことに深く感謝しております｡

地域に住む患者と家族が一･Fqに会して＼福祉や医療問題をみんなで話し

合い､交流を持つということは･難病患副二とっては傭人tyはことでは

ないかと痛切に感じております｡

巌後になりましたがー稚内保健所､豊･IB･町､美瑛即(保健婦さん) ､ニュー

ホテルサロベツ様､こいI註見開様､人変お世話になり､宙難うございま　●

した｡また､旭川､北見､美瑛各支部の役員の欝さん､今後共ご指導､こ

堤))の程をお願い申しLげて報'.i;と放します｡

なお､研惜会開催に当たr)､馴卜や朋曽をしていたたきました豊吉卿様､

こrl-ホテルサロベツ様､日日｣消光様､仕,1人｢虚様､銭九幡一様-削j

市社会福祉協議会(助成金として5万円)に､紙面を捕りて心よりお礼IP

L Lげます｡本当にfl潤うごさいました｡

I I fi-
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≫≫≫>>>>>≫≫≫≫　編集後言己　≫≫≫>>≫≫≫≫≫≫

●新年度となりましたが､皆さん如何がお過ごしでしょうか｡新年度最初

の機関誌の編集を終えて､ホッとしています｡皆さんが､秩閑話の隅々ま

で読んでくれたら嬉しく思います｡

▲今号より　rシリーズ･難病｣が､スタートしました｡また､ ｢私のペー

ジ｣という皆さんが自由に使えるページも設けましたので､詩､短歌､俳

句､川柳ーエッセイ､馳筆､近況報告などの原稿をお寄せください｡お待

ちしております｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(N)

l_主-撃i工
難病達

姐たちの住んでいる地域の医療･鵬の福祉

地域の活動を日

☆麓病患者絹害者･高音者が

安心して暮らせる社会を! !
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